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はじめに

• 表記法, vii ページ

• 関連資料, ix ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, ix ページ

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

^記号と Ctrlは両方ともキーボードの Control（Ctrl）キーを表します。
たとえば、^Dまたは Ctrl+Dというキーの組み合わせは、Ctrlキーを押
しながら Dキーを押すことを意味します（ここではキーを大文字で表
記していますが、小文字で入力してもかまいません）。

^または Ctrl

コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキストは、太字フォ

ントで示しています。

boldフォント

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指定するための引

数は、italicフォントで示しています。
Italicフォント

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courierフォ

ントで示しています。

courierフォント

太字の courierフォントは、ユーザが入力しなければならないテキスト

を示します。

太字の courierフォン

ト

角カッコの中の要素は、省略可能です。[x]

構文要素の後の省略記号（3つの連続する太字ではないピリオドでスペー
スを含まない）は、その要素を繰り返すことができることを示します。

...
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説明表記法

パイプと呼ばれる縦棒は、一連のキーワードまたは引数の選択肢である

ことを示します。

|

どれか 1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか 1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意または必須

の要素内の任意または必須の選択肢であることを表します。角カッコ内

の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択すべき必須の要素を示し

ています。

[x {y | z}]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで示

しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

読者への警告の表記法

このマニュアルでは、読者への警告に次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意
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「時間を節約する方法」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できま

す。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全について

の警告を参照してください。ステートメント 1071

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

関連資料

スイッチをインストールまたはアップグレードする前に、リリースノートを参照してくださ

い。

（注）

•次の URLにある Catalyst 3560-CXおよび Catalyst 2960-CXスイッチドキュメント。

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/catalyst-3560-cx-series-switches/
tsd-products-support-series-home.html

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/catalyst-2960-cx-series-switches/
tsd-products-support-series-home.html

•次の URLにある Cisco SFPおよび SFP+モジュールのマニュアル（互換性マトリクスを含
む）：

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps5455/tsd_products_support_series_home.html

•次の URLにある Cisco Validated Designsドキュメント。

http://www.cisco.com/go/designzone

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

Catalyst 3560-CX および 2960-CX スイッチハードウェア設置ガイド
ix

はじめに

関連資料

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/catalyst-3560-cx-series-switches/tsd-products-support-series-home.html
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『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

製品概要

Catalyst 3560-CXおよび 2960-CXスイッチは、Cisco IP Phone、Cisco Wireless Access Point、ワー
クステーションなどのデバイス、およびサーバ、ルータ、その他のスイッチなどのネットワーク

デバイスと接続できるイーサネットスイッチです。

これらのスイッチは、オフィスの作業場、ホテルの部屋、自動販売機、売店、教室などの従来の

ワイヤリングクローゼット環境外に配置できます。また、空間や電力の制約（電源コンセント

の利用）がある配置に適しています。

スイッチの配置例については、スイッチのソフトウェアコンフィギュレーションガイドを参照

してください。

この章の内容は、次のとおりです。

• スイッチモデル, 1 ページ

• 前面パネル, 2 ページ

• 背面パネル, 9 ページ

• 管理オプション, 11 ページ

• ネットワーク構成, 12 ページ

スイッチモデル

表 1：Catalyst 3560-CX および 2960-CX スイッチモデルと説明

説明ソフト

ウェア

イメージ

スイッチモデ

ル

8 10/100/1000 Power over Ethernet Plus（PoE+）ポート（PoEバジェッ
ド 240 W）; 2ギガビットイーサネットおよび 2 Small Form-Factor
Pluggable（SFP）1アップリンクモジュールスロット。

IP BaseCatalyst
3560CX-8PC-S
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説明ソフト

ウェア

イメージ

スイッチモデ

ル

8 10/100/1000イーサネットポート; 2ギガビットイーサネットおよび
2 Small Form-Factor Pluggable（SFP）アップリンクモジュールスロッ
ト。

IP BaseCatalyst
3560CX-8TC-S

12 10/100/1000 PoE+ポート（PoEバジェット 240 W）; 2ギガビット
イーサネットおよび 2 SFPアップリンクモジュールスロット。

IP BaseCatalyst
3560CX-12PC-S

12 10/100/1000イーサネットポート; 2ギガビットイーサネットおよ
び 2 SFPアップリンクモジュールスロット。

IP BaseCatalyst
3560CX-12TC-S

12 10/100/1000 PoE+ポート（PoEバジェット 240 W）; 2ギガビット
イーサネットおよび 2 SFP+ 2アップリンクモジュールスロット。

IP BaseCatalyst
3560CX-12PD-S

8 10/100/1000 PoE+ポート（PoEバジェット 124 W）; 2ギガビット
イーサネットおよび 2 SFPアップリンクモジュールスロット。

LAN
ベース

Catalyst
2960CX-8PC-L

8 10/100/1000イーサネットポート; 2ギガビットイーサネットおよび
2 SFPアップリンクモジュールスロット。

LAN
ベース

Catalyst
2960CX-8TC-L

1 SFP =ギガビットアップリンク。
2 SFP+ = 10ギガビットアップリンク。

IP Baseスイッチは RTU（使用権）ソフトウエアライセンスを使用して IP Servicesにアップグ
レードできます。

（注）

前面パネル
•次のいずれかのタイプのダウンリンクイーサネットポート X 8または X 12

◦ 10/100/1000

◦ 10/100/1000 PoE+

•スイッチモデルによっては、10/100/1000アップリンクポートが 2つ、および SFPまたは
SFP+モジュールポートが 2つあります。

• RJ-45コンソールポート

• USBミニタイプ B（コンソール）ポート
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• USBタイプ Aポート

• LED

すべてのスイッチに同様のコンポーネントがあります。次の図を参照してください。

図 1： Catalyst 3560CX スイッチの前面パネルの図

システム LED5Modeボタン1

10/100/1000 PoE+ポート6USBタイプ Aポート2

10/100/1000アップリンクポート7RJ-45コンソールポート3

SFPモジュールスロット8USBミニタイプB（コンソール）ポート4

PoE および PoE+ ポート
各ポートは、IEEE 802.3af、IEEE 802.3at、および ePoEに準拠した装置をサポートする PoE+機能
を備えており、Cisco IP Phoneや Cisco Aironetアクセスポイントをサポートするシスコ独自規格
の PoE機能も備えています。

スイッチの最大出力電力は、スイッチのモードによって 124 Wまたは 240 Wのどちらかになりま
す。インテリジェントな電源管理により、すべてのポートで柔軟な電力の割り当てが可能です。

電力バジェットが 124 Wのスイッチでは、次の PoEおよび PoE+を給電できます。

• 8ポートで 15.4 Wの PoE出力

• 4ポートで 30 Wの PoE+出力

電力バジェットが 240 Wのスイッチでは、次の PoEおよび PoE+を給電できます。

• 12ポートで 15.4 Wの PoE出力

Catalyst 3560-CX および 2960-CX スイッチハードウェア設置ガイド
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• 8ポートで 30 W PoE+出力

IPフォンまたはアクセスポイントを接続するときに、自動的に電力を供給するかどうかをポート
単位で制御することができます。

PoEポートでは、イーサネットピン割り当ての RJ-45コネクタを使用します。最大ケーブル長は
328フィート（100m）です。 10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-Tのトラフィックでは、カテ
ゴリ 5、カテゴリ 5e、またはカテゴリ 6のシールドなしツイストペア（UTP）ケーブルが必要で
す。 10BASE-Tトラフィックでは、カテゴリ 3ケーブルまたはカテゴリ 4 UTPケーブルを使用で
きます。

シスコのインテリジェント電源管理機能には、高度な電力ネゴシエーション、電力確保、および

ポート単位の電力ポリシングが含まれます。 PoEポートの設定とモニタリングについては、
Cisco.comでスイッチのソフトウェアコンフィギュレーションガイドを参照してください。

PoE回路の出力は、IEC 60950-1の有限電源（LPS）として評価されています。（注）

10/100/1000 ポート
10/100/1000ポートでは、イーサネットピン割り当てのRJ-45コネクタを使用します。最大ケーブ
ル長は 328フィート（100m）です。 100BASE-TXトラフィックでは、カテゴリ 5、カテゴリ 5e、
またはカテゴリ 6のシールドなしツイストペア（UTP）ケーブルが必要です。 10BASE-Tトラ
フィックでは、カテゴリ 3ケーブルまたはカテゴリ 4 UTPケーブルを使用できます。

管理ポート

管理ポートは、Microsoft Windowsを実行している PCまたはターミナルサーバにスイッチを接続
します。

• RJ-45コンソールポート（EIA/TIA-232）。RJ-45コンソールポートの接続には、RJ-45/DB-9
メスケーブルを使用します。

• USBミニタイプ Bコンソールポート（5ピンコネクタ）。

USBミニタイプBポートを使用する場合は、（MicrosoftWindowsでの動作のため）コンソールに
接続されたすべての PCに Cisco Windows USBデバイスドライバをインストールする必要があり
ます。Mac OS Xと Linuxには、特別なドライバは必要ありません。

4ピンミニタイプ Bコネクタは 5ピンミニタイプ Bコネクタと似ていますが、これらに互換性
はありません。 5ピンミニタイプ B以外は使用しないでください。
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次の図は、5ピンミニタイプ B USBポートを示しています。

図 2：USB ミニタイプ B ポート

Cisco Windows USBデバイスドライバでは、Windowsの HyperTerminalの動作に影響を与えるこ
となく、USBケーブルをコンソールポートに接続または接続解除することができます。

コンソール出力は、常にRJ-45およびUSBコンソールコネクタの両方に送られますが、コンソー
ル入力は、一方のコンソールコネクタだけがアクティブになります。 USBコンソールは、RJ-45
コンソールよりも優先されます。ケーブルが USBコンソールポートに接続されているときは、
RJ-45コンソールポートが非アクティブになります。逆に、USBケーブルをUSBコンソールポー
トから取り外すと、RJ-45ポートがアクティブになります。

コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して、非アクティブタイムアウトを設定できま
す。これを設定すると、USBコンソールがアクティブになっている場合、指定された時間内に
USBコンソールで入力アクティビティが発生しないと、RJ-45コンソールが再度アクティブ化さ
れます。

非アクティブが原因でUSBコンソールが非アクティブ化された後は、CLIを使用して再アクティ
ブ化できません。USBコンソールを再アクティブ化するには、USBケーブルを取り外して再接続
してください。 CLIを使用して USBコンソールインターフェイスを設定する方法については、
ソフトウェアガイドを参照してください。

SFP および SFP+ モジュールスロット
スイッチには、2つの 1ギガビット SFPまたは 10ギガビット SFP+モジュールスロットがありま
す。 SFP+とマークされたスロットでは、SFPモジュールと SFP+モジュールの両方がサポートさ
れます。 SFPスロットでは SFPモジュールだけがサポートされます。

互換性マトリクスを含む、Cisco SFPおよび SFP+モジュールのマニュアルについては、次のURL
を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps5455/products_device_support_
tables_list.html

LED
スイッチシステムおよびポートのLEDを使用して、スイッチの動作やパフォーマンスをモニタで
きます。
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次の図に、スイッチの LEDと、ポートのモードの選択に使用するMODEボタンを示します。

図 3：スイッチの LED と MODE ボタン

STACK LED 36Modeボタン1

コンソール LED7SYST LED（システム）2

ポート LED8STAT LED（ステータス）3

アップリンクポート LED（銅線）9SPEED LED4

アップリンクポートLED（SFP/SFP+）10PoE LED 45

3
スタック機能があるスイッチモデルの場合のみ。このリリースはスイッチスタックキングをサポートしていないことにご注意ください。

4 PoEをサポートするスイッチモデルのみ。

システム LED

システムステータス色

システムの電源が入っていません。消灯

システムは正常に動作しています。グリーン

システムは電力を受けていますが、正常に動作

していません。

オレンジ
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ポート LED のモード
ポートLEDは、グループ別または個別に、スイッチとそれぞれのポートに関する情報を表示しま
す。

説明Port ModeLED

ポートのステータスを示します。これ

は、デフォルトのモードです。

ポートステータスSTAT

ポートの動作速度（10、100、または1000
Mb/s）。

ポート速度SPEED

PoEのステータスを示します。PoEポートの電力PoE

PoE LED
PoEモードが選択されていない場合でも、LEDは、検出された PoE障害を示します。 PoE LED
は、PoEをサポートするスイッチにのみ搭載されています。

説明色

PoEがディセーブルです。消灯

PoEがイネーブルです。ポートは適切に動作しています。グリーン

• PoEモードが選択されていません。

•少なくとも 1つの 10/100または 10/100/100 PoEポートに電
力が供給されていません。

•少なくとも 1つのポートに PoE障害があります。

オレンジに点滅

コンソール LED
コンソール LEDはコンソールポートが使用中であることを示します。

ケーブルをコンソールポートに接続している場合は、自動的に、そのポートがコンソール通信に

使用されます。 2本のコンソールケーブルを接続すると、USB-miniコンソールポートが優先さ
れます。
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説明色LED

RJ-45コンソールポートがアク
ティブです。

USB-miniコンソールポート
LEDは非アクティブです。

グリーンRJ-45コンソールポート

ポートが非アクティブです。

USB-miniコンソールポートは
アクティブです。

消灯

USB-miniコンソールポートは
アクティブです。

RJ-45コンソールポート LED
は非アクティブです。

グリーンUSB-miniコンソールポート

ポートが非アクティブです。

RJ-45コンソールポートがアク
ティブです。

消灯

ポート LED
RJ-45ポートおよびSFPモジュールスロットにはポートLEDが装備されています。これらのLED
はグループとして、または個別に、スイッチ情報および個々のポート情報を示します。

説明LED カラー

リンクが確立されていないか、ポートが管理上の理由でシャッ

トダウンされました。

消灯

リンクは存在しますが、データは送受信されていません。グリーン

アクティブな状態です。ポートがデータを送信または受信して

います。

グリーンに点滅

リンク障害が発生しています。エラーフレームが接続に影響

を与える可能性があります。リンク障害について、大量のコリ

ジョン、CRCエラー、アライメント/ジャバーエラーなどのエ
ラーがモニタされています。

グリーンとオレンジに交互に点

滅
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説明LED カラー

ポートがスパニングツリープロトコル（STP）によってブロッ
クされており、データを転送していません。ポートを再設定し

た後は、STPによってループが検索されるので、最大 30秒間
LEDがオレンジに点灯します。

オレンジ

背面パネル
•セキュリティスロット

• AC電源コネクタ

•ループ（オプションの電源コード保持具用）
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•ヒートシンクのフィン（PoEモデルのみ）

図 4：非 PoE スイッチの背面パネル

図 5：PoE スイッチの背面パネル

内蔵電源装置

すべてのスイッチは、内蔵電源装置から電力を供給されます。内蔵AC電源装置は、入力電圧100
～ 240 VACに対応するオートレンジングユニットです。 AC電源コードを AC電源コネクタと
AC電源コンセントに差し込みます。
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セキュリティスロット

スイッチの背面パネルには、セキュリティスロットがあります。オプションのケーブルロック

（ラップトップコンピュータを固定するのに使用されるようなタイプ）をスイッチに取り付けて

固定することができます。

図 6：スイッチの背面パネル

PoEモデルでは、セキュリティスロットは、背面パネルの右側にあります。（注）

管理オプション
• Cisco Network Assistant

Cisco Network Assistantは、中小企業の LANに適した、PCベースのネットワーク管理 GUI
アプリケーションです。この GUIを使用すると、スイッチクラスタやスタンドアロンス
イッチを設定および管理できます。 Cisco Network Assistantは、次の URLから無料でダウン
ロードできます。http://www.cisco.com/en/US/products/ps5931/index.html

Network Assistantアプリケーションの起動については、Cisco.comにある『Getting Started with
Cisco Network Assistant』を参照してください。

• Device Manager

スイッチメモリ内の Device Managerを使用して、個々のスイッチやスタンドアロンスイッ
チを管理できます。このWebインターフェイスは、ネットワークの任意の場所から、設定
およびモニタ機能を提供します。詳細については、スイッチのスタートアップガイドおよ

び Device Managerのオンラインヘルプを参照してください。
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• Cisco IOS CLI

CLIを使用してスイッチおよびスイッチクラスタメンバを設定し、モニタできます。CLIに
は、スイッチのコンソールポートに直接管理ステーションを接続するか、リモート管理ス

テーションから Telnetを使用してアクセスします。詳細については、Cisco.comでスイッチ
のコマンドリファレンスを参照してください。

• Cisco Prime Infrastructure

Cisco Prime Infrastructureは、Cisco Prime Network Control System（NCS）のワイヤレス機能お
よびCiscoPrimeLANManagement Solution（LMS）の有線機能を、CiscoPrimeAssuranceManager
のアプリケーションパフォーマンスモニタリングおよびトラブルシューティングの機能と

組み合わせます。詳細については、Cisco.comで Cisco Prime Infrastructureのドキュメントを
参照してください。

• Catalystの便利な機能

スマートインストール機能により、ネットワーク内に単一の管理ポイント（ディレクタ）を

用意できます。この機能を使用すると、新たに設置したスイッチのイメージと設定のアップ

グレードをゼロタッチで行うことができ、すべてのクライアントスイッチに対してイメー

ジと設定をダウンロードすることもできます。詳細については、Cisco.comにある『Cisco
Smart Install Configuration Guide』を参照してください。

Auto Smartportマクロは、ポートで検出されたデバイスタイプに基づいてポートを動的に設
定します。スイッチは、新しいデバイスを検出すると、そのポートに適切な Auto Smartport
マクロを適用します。Auto Smartportの設定の詳細については、Cisco.comにあるスイッチの
ソフトウェアコンフィギュレーションガイドを参照してください。

ネットワーク構成
ネットワーク構成の概念と、スイッチを使用して専用ネットワークセグメントを作成し、ファス

トイーサネットおよびギガビットイーサネット接続で相互接続する例については、Cisco.comに
あるスイッチのソフトウェアコンフィギュレーションガイドを参照してください。
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第 2 章

スイッチの設置

スイッチの初期設定、スイッチの IPアドレスの割り当て、および電源情報については、Cisco.com
にあるスイッチのクイックスタートガイドを参照してください。

この章の内容は、次のとおりです。

• 警告, 13 ページ

• 梱包内容, 15 ページ

• 工具および機器, 16 ページ

• 取り付けに関するガイドライン, 16 ページ

• スイッチ動作の確認, 17 ページ

• スイッチの設置, 18 ページ

• 電源コード保持具の設置（任意）, 35 ページ

• ケーブルガードの取り付け（任意）, 38 ページ

• SFPおよび SFP+モジュールの取り付け, 41 ページ

• 10/100/1000 PoE+ポートの接続, 44 ページ

• 10/100/1000ポートの接続, 45 ページ

• 次の作業, 46 ページ

警告
ここでは、設置の基本的な注意事項と警告事項について説明します。インストレーション手順を

開始する前に、ここに記載されている内容をお読みください。警告事項の各国語版は、Cisco.com
で提供されている RCSIガイドに記載されています。
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電力系統に接続された装置で作業する場合は、事前に、指輪、ネックレス、腕時計などの装身

具を外してください。金属は電源やアースに接触すると、過熱して重度のやけどを引き起こ

したり、金属類が端子に焼き付いたりすることがあります。ステートメント 43

警告

壁面への設置手順をよく読んでから、設置を開始してください。適切なハードウェアを使用

しなかった場合、または、正しい手順に従わなかった場合は、人体に危険が及んだり、システ

ムが破損したりする可能性があります。ステートメント 378

警告

雷が発生しているときには、システムに手を加えたり、ケーブルの接続や取り外しを行ったり

しないでください。ステートメント 1001
警告

設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全を確保

するために、次のガイドラインを守ってください。

警告

•ラックに設置する装置が 1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

•ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番
に取り付けます。

•ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに
装置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

ステートメント 1006

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

この装置は、アースさせる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が

正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうか

はっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメ

ント 1024

警告
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本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。ステートメ

ント 1040
警告

この装置が設置された建物の外部の接続に関しては、集積回路保護が施された、認定された

ネットワーク終端装置を通して、10/100/1000イーサネットポートに接続する必要があります。
ステートメント 1044

警告

システムの過熱を防止するために、周囲温度が次の推奨最高値を超える場所では使用しないで

ください。推奨最高温度： 45 °C（113 °F）。ステートメント 1047
警告

Catalyst 3560CX-12PD-Sスイッチの最大動作温度は 40°C、他のすべてのスイッチモデルは
45°C。

（注）

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。.機器の取り
扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全について

の警告を参照してください。ステートメント 1071

警告

スイッチ内部にはユーザが保守できる部品はありません。筐体を開けないでください。ステー

トメント 1073
警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074警告

通気を妨げないように、通気口の周囲に 3インチ（7.6 cm）以上のスペースを確保してくださ
い。ステートメント 1076

警告

梱包内容
梱包内容は、スイッチのクイックスタートガイドに記載されています。欠落または破損してい

る製品がある場合には、シスコの担当者か購入された代理店に連絡してください。
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工具および機器
次の工具と機器を用意します。

• No. 2プラスネジ用ドライバ

• #27のドリル用ビット（0.144インチ（3.7 mm））のドリル

取り付けに関するガイドライン
スイッチの設置場所を決める場合は、次の注意事項が守られていることを確認してください。

•前面パネルの周囲に、LEDが簡単に読み取れるようなスペースがあること。

•電源コンセントからスイッチのコネクタまで電源コードが届くこと。

•ケーブルがラジオ、電源コード、蛍光灯などの電気ノイズ源から離れていること。

•装置周辺の温度が 45 °C（113 °F）を超えないこと。閉じたラックまたはマルチラックにス
イッチを設置する場合は、周辺温度が室温より高くなることがあります。

Catalyst 3560CX-12PD-Sスイッチの最大動作温度は 40°Cです。他のすべての
スイッチの最大動作温度は 45°Cです。

（注）

•スイッチの周辺湿度が 95%を超えないこと。

•設置場所の標高が 10,000フィート（3,049 m）を超えないこと。

•スイッチの周囲や通気口のエアーフローが妨げられないようにする必要があります。フロー
を妨げないために、次のガイドラインを強く推奨します。

◦ 3インチ（7.6 cm）以上の隙間をスイッチの左右、前面および背面の周囲に確保してく
ださい。

◦スイッチを直立させて設置する場合は、1.75インチ（4cm）以上の隙間を上部カバーの
周囲に確保してください。

◦スイッチを反転させてテーブルの下に設置する場合は、3インチ（7.6 cm）以上の隙間
を上部カバーの周囲に確保してください。

◦ラックにスイッチを設置する場合は、各スイッチ上に 1RU以上の空のラックスペース
を確保してください。
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規定の最大温度とフルロード条件（トランシーバを設置し最大 PoEを使用）
下で動作するCatalyst 3560CX-12PD-Sスイッチを反転させて設置する場合、ス
イッチの周囲全体に十分なエアフローを確保してください（最小限の 3イン
チに限定せず）。要件直立させて設置する場合は、3インチ以上の隙間が上
部カバーの周囲に必要です。ラックに設置する場合、各スイッチ上に 2RU以
上の空のラックスペースが必要です。

（注）

•スイッチを平らな水平面に設置する場合は、スイッチにゴム製の脚を付けていること（強く
推奨）。

• 10/100/1000固定ポートの場合、スイッチから接続先装置までのケーブル長は 328フィート
（100 m）以内であること。

• SFPモジュール接続のケーブル要件については、SFPモジュールケーブル, （61ページ）を
参照してください。各ポートはケーブルの反対側の波長仕様と一致させる必要があります。

また、ケーブルは最小ケーブル長を超えないものとします。

スイッチ動作の確認
ラック、壁面、卓上、または棚にスイッチを設置する前に、スイッチに電源を投入し、POSTが正
常に実行されることを確認します。

スイッチに電源を投入するには、スイッチモデルに応じて次のいずれかを実行してください。

• PoEまたは PoE+スイッチに、10/100/1000アップリンクポートを接続します。

• AC電源コードの一端をスイッチのAC電源コネクタに接続し、もう一方の端をAC電源コン
セントに接続します。

スイッチの電源を入れると、POSTが開始され、スイッチの正常動作を確認するためのテストが実
行されます。テスト中にLEDが点滅することがあります。POSTは約 1分で終了します。スイッ
チが POSTを開始すると、SYST、STAT、および SPEED LEDはグリーンに点灯します。 SYST
LEDはグリーンに点滅し、その他の LEDはグリーンに点灯したままです。

スイッチで POSTが正常に終了すると、SYST LEDがグリーンに点灯したままになります。その
他のLEDは、いったん消灯してからスイッチの動作状態を表します。スイッチがPOSTに失敗す
ると、SYST LEDはオレンジに点灯します。

POSTエラーは通常、修復不能です。スイッチが POSTに失敗する場合は、シスコテクニカルサ
ポートに連絡してください。

POSTに成功したら、スイッチから電源コードを取り外し、ラック、壁面、卓上、または棚に設置
します。
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スイッチの設置

机または棚の上（取り付けネジなし）

ステップ 1 アクセサリキットに含まれているゴム製の脚が付いている粘着ストリップを用意します。

ステップ 2 4つのゴム製の脚を粘着ストリップから剥がし、スイッチ底面のくぼみに取り付けます。これにより、ス
イッチが机または棚の上で滑るのを防止します。

ゴム製の脚の取り付けを強く推奨します。取り付けることにより、通気が妨げられて過熱する

のを防止できます。

（注）

ステップ 3 スイッチを机または棚に置きます。

通気の妨げにならないように、通気口の周囲に少なくとも次の隙間を確保してください。3インチ（7.6
cm）ステートメント 1076

机、棚または壁面（取り付けネジ使用）

机または棚への設置

ステップ 1 ネジ用テンプレートは、取り付けネジの穴の位置を決め、机または棚との間に適切なスペースを確保しな

がらネジを取り付けるためのガイドとしても使用します。

ステップ 2 CABLE SIDE ENTRYとマークされているエッジが机または棚の前面を向くように、ネジ用テンプレート
を机または棚の上に配置します。こうすることにより、スイッチ取り付け後に、電源コードが机または棚

の背面に出るようになります。

この時点では、ネジ用テンプレートを机または棚に貼り付けないでくださ

い。

（注）
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ステップ 3 粘着ストリップをネジ用テンプレートの底面から剥がし、ネジ用テンプレートを机または棚の上に貼り付

けます。

ステップ 4 0.144インチ（3.7 mm）または #27のドリルビットを使用し、ネジ用テンプレートの 2つのスロットに、
1/2インチ（12.7 mm）の穴を開けます。

ステップ 5 ネジ用テンプレートのスロットにネジを2本挿入して、ネジ頭がネジ用テンプレートの上面に接触するま
で締めます。

図 7：取り付けネジの机または棚への取り付け

ステップ 6 ネジ用テンプレートを机または棚から取り外します。

ステップ 7 取り付けネジの上にスイッチを載せ、ロックされるまで前方にスライドさせます。

図 8：スイッチの机または棚への取り付け
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通気の妨げにならないように、通気口の周囲に少なくとも次の隙間を確保してください。3インチ（7.6
cm）ステートメント 1076

机または棚の下への設置

ステップ 1 ネジ用テンプレートは、取り付けネジの穴の位置を決め、机または棚の下に適切なスペースを確保しなが

らネジを取り付けるためのガイドとしても使用します。

ステップ 2 CABLE SIDE ENTRYとマークされているエッジが机または棚の前面を向くように、ネジ用テンプレート
を机または棚の上に配置します。こうすることにより、スイッチ取り付け後に、電源コードが机または棚

の背面に出るようになります。

この時点では、ネジ用テンプレートを机または棚に貼り付けないでくださ

い。

（注）

ステップ 3 粘着ストリップをネジ用テンプレートの底面から剥がし、ネジ用テンプレートを机または棚の上に貼り付

けます。

ステップ 4 0.144インチ（3.7 mm）または #27のドリルビットを使用し、ネジ用テンプレートの 2つのスロットに、
1/2インチ（12.7 mm）の穴を開けます。

ステップ 5 ネジ用テンプレートのスロットにネジを2本挿入して、ネジ頭がネジ用テンプレートの上面に接触するま
で締めます。

図 9：取り付けネジの机または棚の下への取り付け
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ステップ 6 ネジ用テンプレートを机または棚の下から取り外します。

ステップ 7 スイッチを上下逆にして取り付けネジに合わせて、ロックされるまで前方にスライドさせます。

通気の妨げにならないように、通気口の周囲に少なくとも次の隙間を確保してください。3インチ（7.6
cm）ステートメント 1076

図 10：スイッチの机または棚の下への取り付け

壁面への設置

壁面への設置手順をよく読んでから、設置を開始してください。適切なハードウェアを使用しな

かった場合、または、正しい手順に従わなかった場合は、人体に危険が及んだり、システムが破

損したりする可能性があります。ステートメント 378
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前面パネルを上に向けた状態で、スイッチを壁面に設置しないでください。スイッチを壁面

に設置する場合は、エアフローを妨げないようにするため、またケーブルを扱いやすくするた

め、安全上の規定に従ってスイッチの前面パネルを下または横に向けてください。

注意

ステップ 1 ネジ用テンプレートを取り出します。このテンプレートは、取り付けネジ穴の位置を決めるために使用し

ます。

ステップ 2 CABLE SIDE ENTRYとマークされたエッジがフロアに向くように、ネジ用テンプレートを置きます。
スイッチおよびケーブルを確実に支えるために、スイッチを壁面のスタッド、または固定した

合板の背板にしっかりと取り付けてください。

（注）

ステップ 3 ネジ用テンプレートの底面から粘着ストリップを剥がします。

ステップ 4 ネジ用テンプレートを壁面に貼り付けます。

ステップ 5 0.144インチ（3.7 mm）または #27のドリルビットを使用し、ネジ用テンプレートの 2つのスロットに、
1/2インチ（12.7 mm）の穴を開けます。

ステップ 6 ネジ用テンプレートのスロットにネジを2本挿入して、ネジ頭がネジ用テンプレートの上面に接触するま
で締めます。

図 11：取り付けネジの壁面への取り付け
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ステップ 7 ネジ用テンプレートを壁面から取り外します。

ステップ 8 スイッチを取り付けネジに合わせて、ロックされるまで下方にスライドさせます。

図 12：壁面へのスイッチの設置

取り付けトレイの使用

取り付けキット（部品番号 CMPCT-MGNT-TRAY=）はオプションです。スイッチの注文時に同
時にご注文いただくか、スイッチ購入後にシスコ代理店にご注文ください。

取り付けキットの内容は次のとおりです。

• No.10プラスなべネジ X 2
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• No.8プラスなべネジ X 3

•取り付けトレイ

•マグネット

取り付けトレイは取り付けネジを使用して単独で、またはマグネットと一緒に使用できます。

取り付けトレイとネジ

取り付けトレイを使用して、次の場所にスイッチを固定できます。

•机または棚の上

•机または棚の下

•壁面

前面パネルを上に向けた状態で、スイッチを壁面に設置しないでください。スイッチを壁面

に設置する場合は、十分な通気を確保するため、およびケーブルを扱いやすくするため、安全

上の規定に従ってスイッチの前面パネルを下または横に向けてください。

注意

次に、スイッチを机または棚の上に設置する例を示します。机または壁の下にスイッチを設置す

る場合は、同様の手順を使用できます。

ステップ 1 机の上に取り付けトレイを置きます。

ステップ 2 0.144インチ（3.7 mm）または #27ドリルビットを使用し、1/2インチ（12.7 mm）の穴を机の 3箇所に
開けます。

ステップ 3 取り付けトレイのスロットに No.8プラスなべネジを挿入し、締め付けます。

図 13：机または棚へのトレイの取り付け
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ステップ 4 スイッチを取り付けネジに合わせて、ロックされるまで前方にスライドさせます。

図 14：取り付けトレイへのスイッチの設置

ステップ 5 取り付けトレイにスイッチをしっかり固定するために No.10プラスなべネジを 2本使用します。

図 15：取り付けトレイへのスイッチの固定
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通気の妨げにならないように、通気口の周囲に少なくとも次の隙間を確保してください。3インチ（7.6
cm）ステートメント 1076

取り付けトレイとマグネット

取り付けトレイにマグネットを使用して、スイッチを金属面に取り付けることができます。

マグネットは必ず取り付けトレイと一緒に使用してください。注意

次に、スイッチを金属の壁面に設置する例を示します。金属性の机の上または下にスイッチを設

置する場合は、同様の手順に従います。

ステップ 1 取り付けトレイにスイッチを載せます。

図 16：取り付けトレイへのスイッチの設置

   Catalyst 3560-CX および 2960-CX スイッチハードウェア設置ガイド
26

スイッチの設置

取り付けトレイの使用



ステップ 2 2本の No.10プラスなべネジを使用して、取り付けトレイをスイッチに固定します。

図 17：スイッチへの取り付けトレイの固定

ステップ 3 取り付けトレイの底面にマグネットの片側を置きます。金属の壁面にマグネットとスイッチを設置しま

す。

壁面への設置手順をよく読んでから、設置を開始してください。適切なハードウェアを使用しなかった場

合、または、正しい手順に従わなかった場合は、人体に危険が及んだり、システムが破損したりする可能

性があります。ステートメント 378
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前面パネルを上に向けた状態で、スイッチを壁面に設置しないでください。スイッチを壁面に設

置する場合は、十分な通気を確保するため、およびケーブルを扱いやすくするため、安全上の規

定に従ってスイッチの前面パネルを下または横に向けてください。

注意

図 18：マグネットを使用した壁面への設置

通気の妨げにならないように、通気口の周囲に少なくとも次の隙間を確保してください。3インチ（7.6
cm）ステートメント 1076

ラック内

ラックにスイッチを設置する場合は、スイッチの付属品ではないオプションのブラケットキット

が必要になります。次のキットをシスコの担当者に発注してください。

• 19インチラック取り付けブラケット（RCKMNT-19-CMPCT=）

• 23および 24インチラック取り付けブラケット（RCKMNT-23-CMPCT=）
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ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全を確保

するために、次のガイドラインを守ってください。

警告

•ラックに設置する装置が 1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

•ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番
に取り付けます。

•ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに
装置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

ステートメント 1006

スイッチの片側にブラケットを取り付けます。同じ手順で、スイッチの反対側にもブラケットを

取り付けます。次の図は、19インチラック取り付けブラケットおよび 23インチラック取り付け
ブラケットを取り付ける方法を示しています。

図 19：ラックマウント用の 19 インチブラケットの取り付け

図 20：ラックに取り付ける場合の 23 インチブラケットの取り付け
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スイッチをラックに挿入して、ラックのブラケットの位置を合わせます。 No.12または No.10の
プラス小ネジを使用して、ラック内のスイッチを固定します。

通気の妨げにならないように、通気口の周囲に少なくとも次の隙間を確保してください。3イン
チ（7.6 cm）ステートメント 1076

図 21：ラックへのスイッチの取り付け

DIN レールへの取り付け
DIN取り付けキット（部品番号 CMPCT-DIN-MNT=）はオプションです。スイッチの注文時に同
時にご注文いただくか、スイッチ購入後にシスコ代理店にご注文ください。

DIN取り付けキットの内容は次のとおりです。

• No.10プラスなべネジ X 2

• DINレールマウント

DINレールにスイッチを設置するには、次の各手順に従います。
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スイッチへの DIN 取り付けトレイの取り付け

ステップ 1 DINレールマウント上にスイッチを置きます。

図 22： DIN 取り付けトレイへのスイッチの配置

DINレールマウント2スイッチ1
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ステップ 2 2本の No.10プラスなべネジを使用して、DINレールマウントをスイッチに固定します。

図 23：スイッチへの DIN 取り付けトレイの固定

No.10プラスなべネジ2スイッチ1

DIN レールへのスイッチの取り付け

前面パネルを上に向けた状態でスイッチを設置しないでください。スイッチを DINレールに
設置する場合は、十分な通気を確保するため、およびケーブルを扱いやすくするため、安全上

の規定に従ってスイッチの前面パネルを下に向けてください。

注意
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通気の妨げにならないように、通気口の周囲に少なくとも次の隙間を確保してください。3イン
チ（7.6 cm）ステートメント 1076

ステップ 1 DINレールの正面にスイッチを直接乗せ、DINレールマウントのクリップ上部が DINレール上端に確実
に引っかかるようにします。

図 24： DIN レールへのスイッチの取り付け

ステップ 2 DINレール上端にスイッチを引っかけた状態で、DINレールマウント上のリリースタブがカチッとはま
るまで、スイッチ下部を DINレールの方向に押し込みます。

ステップ 3 スイッチの底面をわずかに持ち上げてみて、スイッチが確実に固定されていることを確認します。
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DIN レールからのスイッチの取り外し

ステップ 1 スイッチの電源が切断されたことを確認し、スイッチの前面パネルからすべてのケーブルおよびコネクタ

を取り外します。

ステップ 2 DINレールマウントのリリースタブを下方に引きます。クリップの固定が外れたところで、スイッチの
底面を持ち上げます。

図 25：スイッチの取り外し
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電源コード保持具の設置（任意）

ここでは、AC電源コネクタを持つスイッチを対象とします。（注）

電源コード保持具（部品番号PWR-CLP=）はオプションです。スイッチの注文時に同時にご注文
いただくか、スイッチ購入後にシスコ代理店にご注文ください。

ステップ 1 電源コードの太さに基づいて電源コード保持具のスリーブサイズを選択します。サイズが小さいほうの

スリーブははめ込み式で、細いコードに使用します。

ステップ 2 保持具に AC電源コードを通し、スイッチ上のループに保持具の先端を通します。

図 26：針状のループによる保持具の差し込み方

細い電源コード用のスリーブ3AC電源コード1

ループ4電源コード保持具2
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ステップ 3 保持具の先端を最初のラッチに通します。

図 27：ラッチへの保持具の通し方

ラッチ3AC電源コード1

細い電源コード用の小型スリーブ2

ステップ 4 保持具の先端をもう 1つのラッチに通して固定します。

図 28：保持具の固定

ラッチ3AC電源コード1
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細い電源コード用の小型スリーブ2

ステップ 5 （任意）細い電源コードには小型スリーブを使用します。細いコードに小型スリーブを使用すると、高い

安定性が得られます。スリーブを取り出し、電源コードにはめ込みます。

図 29：電源コードにはめ込んだスリーブ

AC電源コード2細い電源コード用の小型スリーブ1

ステップ 6 保持具を押し込んで AC電源コードを固定します。

図 30：保持具への電源コードの固定

Catalyst 3560-CX および 2960-CX スイッチハードウェア設置ガイド
37

スイッチの設置

電源コード保持具の設置（任意）



ケーブルガードの取り付け（任意）
ケーブルガードは、設置後のケーブルに手が加えられることを防止します。ケーブルガード

（CMPCT-CBLE-GRD=）はスイッチに付属していないので、必要な場合はシスコ代理店にご注文
ください。

机の上、机の下、または壁面にスイッチを取り付ける場合に、ケーブルガードを使用できま

す。

（注）

ケーブルガードには、以下のものが付属しています。

• 0.5インチ（12.7 mm）No. 8プラス木ネジ X 2

• No.10プラスなべネジ X 2

•ワッシャ X 2

ステップ 1 （任意）ケーブルガードを設置する前に付属のワッシャを取り付けます。

これは、壁面設置用ブラケットを取り付けない場合にのみ必要で

す。

（注）

図 31：ワッシャの使用方法

ワッシャ1
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ステップ 2 付属の No.10なべネジを使用して、スイッチにケーブルガードを取り付けます。

図 32：スイッチへのケーブルガードの取り付け

No.10プラスなべネジ X 23スイッチ1

ケーブルガード2

ステップ 3 No.10プラスなべネジを緩め、ケーブルガードを外側に引き出してから上方に持ち上げ、ケーブルを接続
できるようにします。

図 33：ケーブルガードの持ち上げ方

ケーブルガードの移動方向2ケーブルガード1
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ステップ 4 スイッチにケーブルを接続します。

図 34：スイッチへのケーブルの接続

ケーブルガードの移動方向2ケーブル1

ステップ 5 接続したケーブルをケーブルガード前面のスロットに入れます。次の図に示すように、ケーブルガード

をスライドさせます。ネジを締めます。

図 35：ケーブルガードを通したケーブルの配線
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ステップ 6 （任意）机または壁にケーブルガードを固定するには、0.144インチ（3.7 mm）または #27のドリルビッ
トを使用して、2ヵ所のケーブルガード取り付け位置に 1/2インチ（12.7 mm）の穴を開けます。付属の
0.5インチ（12.7 mm）No. 8プラス木ネジを挿入し、締めます。

図 36：机へのケーブルガードの固定

机または棚2No.8プラス木ネジ1

SFP および SFP+ モジュールの取り付け
スイッチモジュールによっては、SFPモジュール、SFP+モジュール、またはその両方がサポート
されています。 SFPスロットでは SFPモジュールだけがサポートされます。 SFP+スロットで
は、SFPモジュールと SFP+モジュールの両方がサポートされます。

サポートする SFPモジュールの一覧は、Cisco.comにあるスイッチのリリースノートを参照して
ください。スイッチには、シスコ製SFPモジュールだけを使用してください。各シスコ製モジュー
ルには、セキュリティ情報が符号化されたシリアル EEPROMが組み込まれています。この符号
化によって、シスコはそのモジュールがスイッチの要件を満たしているかどうかを識別し、検証

できます。

SFPモジュールの取り付け、取り外し、ケーブル接続、およびトラブルシューティングについて
は、装置に付属しているモジュールのマニュアルを参照してください。
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SFP または SFP+ モジュールの取り付け

はじめる前に

SFPモジュールまたは SFP+モジュールを取り付けるには、次の注意事項に従ってください。

•モジュールポートの埃よけプラグ、または光ファイバケーブルのゴム製キャップは、ケー
ブルを接続する準備が整うまでは取り外さないでください。これらのプラグおよびキャップ

は、モジュールポートやケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

•静電破壊を防ぐため、ケーブルをスイッチや他の装置に接続する場合は、ボードおよびコン
ポーネントを正しい手順で取り扱うようにしてください。

SFPモジュールや SFP+モジュールの取り外しや取り付けを行うと、モジュー
ルの耐用期間が短くなる可能性があります。必要な場合以外は、SFPモジュー
ルの着脱を行わないようにしてください。

注意

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを手首に巻き、ストラップの機器側を塗装されていない金属面に取り付け

ます。

ステップ 2 モジュール上部で送信（TX）および受信（RX）マークを探します。
SFPまたは SFP+モジュールによっては、送信側と受信側（TXと RX）の印が、接続の方向を示す矢印に
置き換えられている場合もあります。
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ステップ 3 ベールクラスプラッチ付きのモジュールの場合は、ロック解除の位置までラッチを開きます。

ステップ 4 モジュールをスロットの開口部に合わせて、コネクタをスロットの奥にはめ込みます。

ステップ 5 ベールクラスプラッチ付きのモジュールの場合は、ラッチを閉じます。

ステップ 6 光ファイバ SFPまたは SFP+モジュールの場合は、埃よけプラグを取り外して保管しておきます。

ステップ 7 SFPケーブルを接続します。

図 37： SFP モジュールの装着

SFP または SFP+ モジュールの取り外し

手順の概要

1. 静電気防止用リストストラップを手首に巻き、ストラップの機器側を塗装されていない金属面
に取り付けます。

2. SFPモジュールからケーブルを取り外します。ケーブルコネクタプラグを再び取り付ける際
には、送信（TX）と受信（RX）を間違えないように注意してください。

3. 光インターフェイスを清潔に保つために、SFPモジュールまたは SFP+モジュールの光ポート
にダストプラグを取り付けます。

4. ベールクラスプラッチ付きのモジュールの場合は、ベールを下げて、モジュールを取り外しま
す。ラッチが手の届きにくい場所にあり、指でラッチを解除できない場合には、小型マイナス

ドライバなどの細長い工具を使用してラッチを解除します。

5. SFPまたは SFP+モジュールを持ち、モジュールスロットからゆっくりと引き出します。
6. モジュールは、静電気防止用袋に収めるか、その他の保護環境下に置いてください。
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手順の詳細

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを手首に巻き、ストラップの機器側を塗装されていない金属面に取り付け

ます。

ステップ 2 SFPモジュールからケーブルを取り外します。ケーブルコネクタプラグを再び取り付ける際には、送信
（TX）と受信（RX）を間違えないように注意してください。

ステップ 3 光インターフェイスを清潔に保つために、SFPモジュールまたは SFP+モジュールの光ポートにダストプ
ラグを取り付けます。

ステップ 4 ベールクラスプラッチ付きのモジュールの場合は、ベールを下げて、モジュールを取り外します。ラッ

チが手の届きにくい場所にあり、指でラッチを解除できない場合には、小型マイナスドライバなどの細長

い工具を使用してラッチを解除します。

ステップ 5 SFPまたは SFP+モジュールを持ち、モジュールスロットからゆっくりと引き出します。

ステップ 6 モジュールは、静電気防止用袋に収めるか、その他の保護環境下に置いてください。

10/100/1000 PoE+ ポートの接続
各ポートは、IEEE 802.3afおよび 802.3at（PoE+）に準拠した装置をサポートする PoE機能を備え
ており、Cisco IP Phoneや Cisco Aironetアクセスポイントをサポートするシスコ独自規格の PoE
機能も備えています。

IP Phoneまたはアクセスポイントを接続するとき、各ポートが自動的に電力を供給するかどうか
を個別に制御することができます。

最新のPoEプランニングツールにアクセスするには、Cisco.comの次のURLから入手できるCisco
Power Calculatorを利用してください。http://tools.cisco.com/cpc/launch.jsp

このアプリケーションを利用することで、特定のPoE構成の電源要件を計算することができます。
計算結果には、出力電流、出力電力、およびシステムの熱放散が表示されます。

絶縁されていない金属接点、導体、または端子をPower overEthernet（PoE）回路の相互接続に
使用すると、電圧によって感電事故が発生することがあります。危険性を認識しているユー

ザまたは保守担当者だけに立ち入りが制限された場所を除いて、このような相互接続方式を使

用しないでください。立ち入りが制限された場所とは、特殊な工具、錠と鍵、またはその他

のセキュリティ手段を使用しないと入れない場所を意味します。ステートメント 1072

警告

カテゴリ 5eおよびカテゴリ 6のケーブルには、高レベルの静電気が蓄積されることがありま
す。必ずケーブルを適切かつ安全な方法でアースしてから、スイッチや他の装置に接続して

ください。

注意
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不適合なケーブル配線または装置が原因で、PoEポートに障害が発生している可能性がありま
す。必ず規格に適合したケーブル配線で、シスコ独自規格の IP Phoneおよびワイヤレスアク
セスポイントである IEEE802.3afまたは802.3at（PoE+）に準拠した装置に接続してください。
PoE障害の原因となっているケーブルや装置は取り外す必要があります。

注意

手順の概要

1. ケーブルの一端をスイッチの PoEポートに接続します。
2. 接続先装置のRJ-45コネクタに、ケーブルのもう一方の端を接続します。両方の装置間でリン
クが確立されると、ポート LEDが点灯します。

3. 必要に応じて、接続先装置を再設定してから再起動します。
4. ステップ 1～ 3を繰り返して、各装置を接続します。

手順の詳細

ステップ 1 ケーブルの一端をスイッチの PoEポートに接続します。

ステップ 2 接続先装置のRJ-45コネクタに、ケーブルのもう一方の端を接続します。両方の装置間でリンクが確立さ
れると、ポート LEDが点灯します。
STPがトポロジを検出し、ループの有無を確認している間、ポート LEDはオレンジに点灯します。この
プロセスには 30秒ほどかかり、その後、ポート LEDはグリーンに点灯します。 LEDが消灯している場
合は、他の装置がオンになっていないか、ケーブルに問題があるか、または他の装置のアダプタに問題が

ある可能性があります。

ステップ 3 必要に応じて、接続先装置を再設定してから再起動します。

ステップ 4 ステップ 1～ 3を繰り返して、各装置を接続します。

IEEE 802.3afを完全にはサポートしていない Cisco IP Phoneやアクセスポイントなど、旧型の受
電デバイスの多くは、クロスケーブルでスイッチに接続すると PoEに対応できない場合があり
ます。

（注）

10/100/1000 ポートの接続
スイッチの 10/100/1000ポートの設定は、接続先装置の速度で動作するように変更されます。接
続先のポートが自動ネゴシエーションをサポートしていない場合は、速度およびデュプレックス

のパラメータを手動で設定できます。自動ネゴシエーション機能のない装置または手動で速度と

デュプレックスのパラメータが設定されている装置に接続すると、パフォーマンスの低下やリン

ク障害が発生することがあります。

最大限のパフォーマンスを実現するためには、次のいずれかの方法でイーサネットポートを設定

してください。

Catalyst 3560-CX および 2960-CX スイッチハードウェア設置ガイド
45

スイッチの設置

10/100/1000 ポートの接続



•速度とデュプレックスの両方について、ポートに自動ネゴシエーションを実行させます。

•接続の両側でインターフェイスの速度とデュプレックスに関するパラメータを設定します。

Auto-MDIX 接続
スイッチの自動ネゴシエーション機能とAuto-MDIX機能は、デフォルトでイネーブルになってい
ます。

自動ネゴシエーション機能を利用すると、接続先装置の速度で動作するようにスイッチポートの

設定が変化します。接続先の装置が自動ネゴシエーションをサポートしていない場合は、スイッ

チインターフェイスの速度とデュプレックスのパラメータを手動で設定できます。

Auto-MDIX機能を利用するとスイッチで銅線イーサネット接続に必要なケーブルタイプが検出さ
れ、それに応じてインターフェイスが設定されます。

Auto-MDIXがディセーブルの場合、この表のガイドラインを使用して正しいケーブルを選択して
ください。

表 2：推奨イーサネットケーブル（Auto-MDIX がディセーブルの場合）

ストレートスルーケーブルクロスケーブル
5

デバイス

NoYesスイッチとスイッチ

NoYesスイッチとハブ

YesNoスイッチとコンピュータまたはサーバ

YesNoスイッチとルータ

YesNoスイッチと IP Phone

5 100BASE-TXと 1000BASE-Tのトラフィックでは、カテゴリ 5、カテゴリ 5e、またはカテゴリ 6の 4ツイストペアケーブルが必要です。
10BASE-Tトラフィックでは、カテゴリ 3またはカテゴリ 4のケーブルを使用できます。

次の作業
デフォルト設定で十分な場合は、これ以上のスイッチの設定作業は必要ありません。デフォルト

設定は、次のいずれかの管理オプションを使用して変更できます。

• Network Assistantアプリケーションを起動します（詳細については、スタートアップガイド
を参照してください）。この GUIにより、スイッチクラスタまたは個別のスイッチの設定
とモニタができます。

•コンソールからCLIを使用して、クラスタのメンバまたは個別のスイッチとしてスイッチを
設定します。
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• Cisco Prime Infrastructureアプリケーションを使用します。
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第 3 章

トラブルシューティング

この章の内容は、次のとおりです。

• 問題の診断, 49 ページ

• スイッチのリセット, 54 ページ

• スイッチのシリアル番号の確認, 54 ページ

問題の診断
前面パネルにあるLEDからは、スイッチのトラブルシューティングに役立つ情報が得られます。
LEDの状態を確認することによって、POST（電源投入時セルフテスト）のエラー、ポートの接続
問題、およびスイッチ全体のパフォーマンスを把握できます。また、DeviceManager、CLI、また
は SNMPワークステーションから統計情報を入手することもできます。

スイッチの POST 結果

POSTエラーは通常、修復不能です。スイッチが POSTに失敗した場合は、シスコのテクニカ
ルサポート担当者にお問い合わせください。

（注）

スイッチ LED
スイッチを直接操作できる場合は、ポートLEDに表示されているスイッチのトラブルシューティ
ング情報を確認してください。LEDのカラーと意味については、「LED」を参照してください。
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スイッチの接続状態

不良または破損したケーブル

ケーブルにわずかでも傷や破損がないか必ず確認してください。物理層の接続に問題がないよう

に見えるケーブルでも、配線やコネクタのごくわずかな損傷が原因でパケットが破損することが

あります。ポートでパケットエラーが多く発生したり、ポートがフラッピング（リンクの切断お

よび接続）を頻繁に繰り返したりする場合は、ケーブルにこのような破損がある場合があります。

•銅線ケーブルまたは光ファイバケーブルを調べるか、問題のないケーブルに交換します。

•ケーブルコネクタで破損または欠落したピンがないか確認します。

•発信元と宛先の間のパッチパネルの接続やメディアコンバータに問題がないことを確認し
ます。可能な場合は、パッチパネルをバイパスするか、故障しているメディアコンバータ

（光ファイバ/銅線）を除去します。

•可能な場合は、ケーブルを他のポートまたはインターフェイスに使用した場合に、問題が発
生するかどうかを確認します。

イーサネットケーブルと光ファイバケーブル

接続に適した正しいケーブルであることを確認します。

•イーサネットの場合、10 Mb/s UTP接続にはカテゴリ 3の銅線ケーブルを使用します。
10/100/1000 Mbps接続には、カテゴリ 5、カテゴリ 5e、またはカテゴリ 6の UTPを使用しま
す。

•光ファイバケーブルの場合、使用する距離とポートタイプに適した正しいケーブルである
ことを確認します。接続先装置の両方のポートが一致しており、同じ符号化方式、光周波

数、およびファイバタイプを使用していることを確認します。

•銅線接続の場合は、ストレートケーブルを使用すべきところにクロスケーブルが使用され
ていたり、クロスケーブルを使用すべきところにストレートケーブルが使用されていたり

しないかを確認します。スイッチの Auto-MDIXを有効にするか、ケーブルを交換します。

Link Status
両側のリンクが確立されていることを確認します。配線の 1本が切れていたり、ポートの 1つが
シャットダウンしていたりすると、片側ではリンクが確立されていても反対側では確立されてい

ない可能性があります。

ポートLEDが点灯していても、ケーブルが正常であるという保証はありません。ケーブルに物理
的な圧力がかかり、最低限のレベルで機能している場合もあります。ポートLEDが点灯しない場
合は、次のことを確認します。

•ケーブルをスイッチから外して、問題のない装置に接続します。
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•ケーブルの両端が正しいポートに接続されていることを確認します。

•両方の装置の電源が入っていることを確認します。

•正しいケーブルタイプが使用されていることを確認します。

•接触不良がないか確認します。完全に接続されているように見えても、そうでないことがあ
ります。ケーブルをいったん外して、接続し直してください。

10/100/1000 ポートの接続
ポートが異常を示している場合：

• MODEボタンを使用して、すべてのポートのステータスを確認します。

• show interfaces特権EXECコマンドを使用して、ポートが errdisable、disabled、または shutdown
の状態になっていないかどうかを確認します。必要に応じて、ポートを再度イネーブルにし

ます。

10/100/1000 PoE+ ポートの接続
PoEポートに接続された充電デバイスに電力が供給されていない場合：

• MODEボタンを使用して、すべてのポートの PoEのステータスを確認します。

• show interfaces特権 EXECコマンドを使用して、ポートが error-disabled、disabled、または
shutdownの状態になっていないかどうかを確認します。必要に応じて、ポートを再度イネー
ブルにします。

•スイッチに取り付けられている電源モジュールの電力が、接続先装置の電力要件を満たして
いることを確認します。

•接続先装置に電力を供給するために十分なPoE供給電力があることを確認します。使用可能
な PoE供給電力を確認するには、show power inlineグローバルコンフィギュレーションコ
マンドを使用します。

•ケーブルタイプを確認します。 IEEE 802.3afがフルサポートされていない Cisco IP Phoneや
アクセスポイントなどの多くのレガシー装置では、クロスケーブルでスイッチに接続され

ている場合に PoEがサポートされない場合があります。このような場合は、クロスケーブ
ルをストレートケーブルに交換してください。

不適合なケーブル配線または装置が原因で、PoEポートに障害が発生している
可能性があります。必ず規格に適合したケーブル配線で、シスコ独自規格の

IP Phoneおよびワイヤレスアクセスポイント、または IEEE 802.3afに準拠し
た装置に接続してください。 PoE障害の原因となっているケーブルや装置は
取り外す必要があります。

注意
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SFP および SFP+ モジュール
スイッチには、シスコ製 SFPまたは SFP+モジュールだけを使用してください。各シスコ製モ
ジュールには、セキュリティ情報が符号化されたシリアル EEPROMが組み込まれています。こ
の符号化によって、シスコはそのモジュールがスイッチの要件を満たしているかどうかを識別し、

検証できます。

• SFPモジュールを調査します。疑わしいSFPモジュールを故障していないことがわかってい
るモジュールに交換します。モジュールが使用するプラットフォームでサポートされている

ことを確認します。（Cisco.comにあるスイッチのリリースノートに、スイッチがサポート
する SFPモジュールの一覧が示されています）。

• show interfaces特権 EXECコマンドを使用して、ポートまたはモジュールが error-disabled、
disabled、または shutdownの状態になっていないかどうかを確認します。必要に応じて、ポー
トを再度イネーブルにします。

•すべての光ファイバがクリーンな状態で安全に接続されていることを確認します。

インターフェイスの設定

インターフェイスがディセーブルになっていないか、電源がオフになっていないかを確認してく

ださい。リンクの片側でインターフェイスを手動でシャットダウンした場合は、そのインター

フェイスが再度イネーブルにされるまで復活しません。 show interfacesイネーブル EXECコマン
ドを使用して、インターフェイスが error-disabled、disabled、または shutdownの状態になっていな
いかどうかを確認します。必要に応じて、インターフェイスを再度イネーブルにします。

エンドデバイスへの ping
pingを使用して、最初は直接接続されているスイッチから始めて、接続できない原因となってい
る箇所を突き止めるまで、ポートごと、インターフェイスごと、トランクごとに段階的にさかの

ぼって調べます。各スイッチの連想メモリ（CAM）テーブル内に、エンドデバイスのMACアド
レスが存在していることを確認します。

スパニングツリーのループ

スパニングツリープロトコル（STP）にループが発生すると、重大なパフォーマンス上の問題が
引き起こされ、その状況がポートやインターフェイスの問題のように見えることがあります。

ループは、単方向リンクによって引き起こされることがあります。これは、スイッチが送信した

トラフィックをネイバーが受信しているものの、スイッチはネイバーから送信されたトラフィッ

クを受信していないときに発生します。光ファイバケーブルの断線、その他のケーブル接続の問

題、またはポートの問題が原因になることがあります。

スイッチで単方向リンク検出（UDLD）をイネーブルにすると、単方向リンク問題の特定に役立
ちます。
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スイッチのパフォーマンス

速度、デュプレックス、および自動ネゴシエーション

ポートの統計情報に、アライメントエラー、フレームチェックシーケンス（FCS）、またはレイ
トコリジョンエラーが大量に表示される場合は、速度またはデュプレックス設定の不一致を示し

ていることがあります。

2台のスイッチ間、スイッチとルータ間、またはスイッチとワークステーション/サーバ間でデュ
プレックスと速度の設定が一致しない場合は、速度とデュプレックスに共通の問題が発生します。

この不一致は、速度およびデュプレックスを手動で設定した場合や、2台の装置間における自動
ネゴシエーションの問題が原因となることがあります。

スイッチのパフォーマンスを最大限に引き出してリンクを保証するには、次のいずれかのガイド

ラインに従ってデュプレックスまたは速度の設定を変更してください。

•速度とデュプレックスの両方について、両方のポートで自動ネゴシエーションを実行させま
す。

•接続の両端でインターフェイスの速度とデュプレックスのパラメータを手動で設定します。

•リモートデバイスが自動ネゴシエートしない場合は、2つのポートのデュプレックス設定を
同じにします。速度パラメータは、接続先ポートが自動ネゴシエーションを実行しない場合

でも自動的に調整されます。

自動ネゴシエーションとネットワークインターフェイスカード

スイッチとサードパーティ製ネットワークインターフェイスカード（NIC）間で問題が発生する
場合があります。デフォルトで、スイッチポートとインターフェイスは自動ネゴシエートしま

す。一般的にはラップトップコンピュータやその他の装置も自動ネゴシエーションに設定されて

いますが、それでも自動ネゴシエーションの問題が発生することがあります。

自動ネゴシエーションの問題をトラブルシューティングする場合は、接続の両側で手動設定を試

してください。手動設定を行っても問題が解決しない場合は、NICのファームウェアやソフト
ウェアに問題がある可能性があります。その場合は、NICドライバを最新バージョンにアップグ
レードして問題を解決してください。

ケーブル接続の距離

ポート統計情報に、過剰なFCS、レイトコリジョン、またはアライメントエラーが示されている
場合は、スイッチから接続先の装置までのケーブル長が推奨ガイドラインに従っていることを確

認してください。
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スイッチのリセット

スイッチをリセットするとスイッチが再起動します。（注）

スイッチをリセットする方法

ステップ 1 スイッチのプロンプトで enableと入力し、Returnまたは Enterを押します。

ステップ 2 特権 EXECプロンプト switch#で setupと入力し、Returnまたは Enterを押します。
初期設定ダイアログを実行するためのスイッチのプロンプトが表示されます。

スイッチのシリアル番号の確認
シスコのテクニカルサポートに連絡する場合は、スイッチのシリアル番号が必要です。 show
version特権 EXECコマンドを使用して、スイッチのシリアル番号を確認することもできます。

図 38：シリアル番号の場所
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付録 A
技術仕様

この付録の内容は、次のとおりです。

• 環境仕様, 55 ページ

• 物理的仕様, 55 ページ

• 電力要件, 56 ページ

• PoE電力消費, 58 ページ

環境仕様

環境条件

Catalyst 3560CX-12PD-Sスイッチの場合は40°C、他のすべてのスイッ
チの場合は 45°C

動作温度

-22～ 158°F（- 30～ 70°C）最大 15,000フィート（4573 m）保管温度

5～ 95%（結露しないこと）相対湿度

最大 10,000フィート（3000 m）動作時の高度

最大 15,000フィート（4500 m）保管時の高度

物理的仕様

重量

5.0ポンド（2.27 kg）Catalyst 3560CX-8PC-S
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重量

3.8ポンド（1.72 kg）Catalyst 3560CX-8TC-S

5.0ポンド（2.27 kg）Catalyst 2960CX-8PC-L

3.8ポンド（1.72 kg）Catalyst 2960CX-8TC-L

5.1ポンド（2.31 kg）Catalyst 3560CX-12PC-S

3.9ポンド（1.77 kg）Catalyst 3560CX-12TC-S

5.1ポンド（2.31 kg）Catalyst 3560CX-12PD-S

寸法（高さ X 奥行 X 幅）

1.75 X 10.6 X 9.4インチ（4.44 X 26.9 X 23.8 cm）Catalyst 3560CX-8PC-S

1.75 X 10.6 X 8.4インチ（4.44 X 26.9 X 21.3 cm）Catalyst 3560CX-8TC-S

1.75 X 10.6 X 9.4インチ（4.44 X 26.9 X 23.8 cm）Catalyst 2960CX-8PC-L

1.75 X 10.6 X 8.4インチ（4.44 X 26.9 X 21.3 cm）Catalyst 2960CX-8TC-L

1.75 X 10.6 X 9.4インチ（4.44 X 26.9 X 23.8 cm）Catalyst 3560CX-12PC-S

1.75 X 10.6 X 8.4インチ（4.44 X 26.9 X 21.3 cm）Catalyst 3560CX-12TC-S

1.75 X 10.6 X 9.4インチ（4.44 X 26.9 X 23.8 cm）Catalyst 3560CX-12PD-S

電力要件

AC 入力電圧 - 100 ～ 240 VAC（オー
トレンジング）

100～ 240 VAC 50-60 Hz、4.5-2.0ACatalyst 3560CX-8PC-S

100～ 240 VAC 50-60 Hz、1.0-0.5ACatalyst 3560CX-8TC-S

100～ 240 VAC 50-60 Hz、4.5-2.0ACatalyst 2960CX-8PC-L

100～ 240 VAC 50-60 Hz、1.0-0.5ACatalyst 2960CX-8TC-L
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AC 入力電圧 - 100 ～ 240 VAC（オー
トレンジング）

100～ 240 VAC 50-60 Hz、4.5-2.0ACatalyst 3560CX-12PC-S

100～ 240 VAC 50-60 Hz、1.0-0.5ACatalyst 3560CX-12TC-S

100～ 240 VAC 50-60 Hz、4.5-2.0ACatalyst 3560CX-12PD-S

1 時間当たりの BTU電力消費

1023.6Catalyst 3560CX-8PC-S

170.6Catalyst 3560CX-8TC-S

1023.6Catalyst 2960CX-8PC-L

170.6Catalyst 2960CX-8TC-L

1023.6Catalyst 3560CX-12PC-S

170.6Catalyst 3560CX-12TC-S

1057.7Catalyst 3560CX-12PD-S

1 時間当たりの BTU定格電力

0.3 KVACatalyst 3560CX-8PC-S

0.05 KVACatalyst 3560CX-8TC-S

0.3 KVACatalyst 2960CX-8PC-L

0.05 KVACatalyst 2960CX-8TC-L

0.3 KVACatalyst 3560CX-12PC-S

0.05 KVACatalyst 3560CX-12TC-S

0.31 KVACatalyst 3560CX-12PD-S
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PoE 電力消費
使用可能な PoEPoE を使用する場合

の消費

PoE を使用しない場
合の消費

スイッチ

240 W247.4 W25.4 WCatalyst
3560CX-8PC-S

該当なし該当なし19.7 WCatalyst
3560CX-8TC-S

240 W253.0 W27.8WCatalyst
3560CX-12PC-S

該当なし該当なし21.9 WCatalyst
3560CX-12TC-S

240 W254.7 W32.6WCatalyst
3560CX-12PD-S

1 24 W135.5 W24.5 WCatalyst
2960CX-8PC-L

該当なし該当なし20.0 WCatalyst
2960CX-8TC-L
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付録 B
コネクタおよびケーブルの仕様

この付録の内容は、次のとおりです。

• コネクタの仕様, 59 ページ

• ケーブルおよびアダプタ, 61 ページ

コネクタの仕様

10/100/1000 ポート（PoE を含む）
すべての 10/100/1000ポートは、標準の RJ-45コネクタとイーサネットピン割り当てを使用しま
す。

図 39：10/100/1000 ポートのピン割り当て
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SFP モジュールのコネクタ

図 40：デュプレックス LC ケーブルコネクタ

図 41：シンプレックス LC ケーブルコネクタ

図 42：銅線 SFP モジュールの LC コネクタ
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ケーブルおよびアダプタ

SFP モジュールケーブル
ケーブル仕様の詳細については、『Cisco SFP and SFP+ Transceiver Module Installation Notes』を参
照してください。

各ポートはケーブルの反対側の波長仕様と一致させる必要があります。また、ケーブルは規定の

ケーブル長を超えないものとします。銅線 1000BASE-T SFPモジュールトランシーバは、カテゴ
リ 5の標準 4ツイストペアケーブルを使用します。最大ケーブル長は 328フィート（100 m）で
す。
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ケーブルのピン割り当て

図 43：4 ツイストペアストレートケーブルの配線

図 44：4 対のツイストペアセミクロスケーブルの配線

図 45：2 対のツイストペアストレートケーブルの構造

図 46：2 対のツイストペアクロスケーブルの構造
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クロスケーブルの識別

ケーブル両端のモジュラプラグを比較すると、クロスケーブルかどうかを識別できます。タブ

を裏側にして、ケーブルの両端を並べます。クロスケーブルは、左側プラグの外側のピンに接続

されたワイヤと、右側プラグの内側のピンに接続されたワイヤが別の色になっています。

図 47：クロスケーブルの識別

コンソールポートアダプタのピン割り当て

RS-232コンソールポートでは 8ピン RJ-45コネクタを使用します。 RJ-45/DB-9アダプタケーブ
ルを使用して、スイッチのコンソールポートとコンソール PCを接続します。スイッチのコン
ソールポートを端末に接続する場合は、RJ-45/DB-25メスDTEアダプタが必要です。このキット
（部品番号 ACS-DSBUASYN=）をご注文ください。

表 3：DB-9 アダプタを使用したコンソールポート信号

コンソールデバイスRJ-45-to-DB-9 ターミナルアダプタスイッチコンソールポート

（DTE）

信号DB-9 ピン信号

CTS8RTS

DSR6DTR

RxD2TxD

GND5GND
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コンソールデバイスRJ-45-to-DB-9 ターミナルアダプタスイッチコンソールポート

（DTE）

信号DB-9 ピン信号

GND5GND

TxD3RxD

DTR4DSR

RTS7CTS

表 4：DB-25 アダプタを使用したコンソールポート信号

コンソールデバイスRJ-45-to-DB-25 ターミナルアダプタスイッチコンソールポート（DTE）

信号DB-25 ピン信号

CTS5RTS

DSR6DTR

RxD3TxD

GND7GND

GND7GND

TxD2RxD

DTR20DSR

RTS4CTS
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付録 C
CLI ベースのセットアッププログラムによ
るスイッチの設定

この付録の内容は、次のとおりです。

• Express Setup経由での CLIのアクセス, 65 ページ

• コンソールポート経由での CLIのアクセス, 66 ページ

• 初期設定情報の入力, 75 ページ

Express Setup 経由での CLI のアクセス
未設定スイッチ上のCLIにアクセスすることができます。スイッチを Express Setupモードで設定
し、スイッチのイーサネットポートを PCまたはワークステーションのイーサネットポートに接
続します。スイッチのクイックスタートガイドに記載されている手順に従ってスイッチの電源

を投入し、Express Setupを使用できるようにします。

スイッチが Express Setupモードの状態で、IPアドレス 10.0.0.1を入力して Telnetセッションを開
始します。次に、setupユーザ EXECコマンドを入力し、 IP設定, （75ページ）およびセット
アッププログラムの完了, （75ページ）に記載されている情報を入力します。

スイッチの設定情報を入力した後、writememory特権EXECコマンドを使用して、フラッシュメ
モリに設定を保存します。

Express Setupモードでは、write memoryコマンドを入力するまで、スイッチ上で IPアドレス
10.0.0.1が有効です。 write memoryコマンドを入力すると、Telnet接続が切断されます。

（注）
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コンソールポート経由での CLI のアクセス
スイッチの RJ-45コンソールポートまたはUSBコンソールポートを PCまたはワークステーショ
ンに接続し、端末エミュレーションソフトウェアを通じてスイッチにアクセスすることにより、

設定済みスイッチ、または未設定のスイッチ上で CLIにアクセスできます。

スイッチをスタックしている場合は、スタック内の 1つのスイッチのコンソールポートに接
続します。任意のメンバスイッチから、スタック全体の初期設定を行うことができます。

（注）

RJ-45 コンソールポートの接続

手順の概要

1. RJ-45/DB-9アダプタケーブルを PCの 9ピンシリアルポートに接続します。ケーブルのもう
一方の端をスイッチのコンソールポートに接続します。

2. PCまたは端末上で端末エミュレーションソフトウェアを起動します。このプログラム（その
多くは、HyperTerminalや ProcommPlusなどの PCアプリケーション）は、使用可能な PCまた
は端末とスイッチの間の通信を確立します。

3. コンソールポートのデフォルト特性に合わせて、PCまたは端末のボーレートおよびキャラク
タフォーマットを次のように設定します。

4. スイッチのクイックスタートガイドを参照して、スイッチの電源を入れます。
5. PCまたは端末にブートローダシーケンスが表示されます。 Enterを押してセットアッププロ
ンプトを表示します。初期設定情報の入力, （75ページ）の手順を実行します。

手順の詳細

ステップ 1 RJ-45/DB-9アダプタケーブルを PCの 9ピンシリアルポートに接続します。ケーブルのもう一方の端を
スイッチのコンソールポートに接続します。

ステップ 2 PCまたは端末上で端末エミュレーションソフトウェアを起動します。このプログラム（その多くは、
HyperTerminalや ProcommPlusなどの PCアプリケーション）は、使用可能な PCまたは端末とスイッチの
間の通信を確立します。

ステップ 3 コンソールポートのデフォルト特性に合わせて、PCまたは端末のボーレートおよびキャラクタフォー
マットを次のように設定します。

• 9600ボー

• 8データビット

• 1ストップビット
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•パリティなし

•なし（フロー制御）

ステップ 4 スイッチのクイックスタートガイドを参照して、スイッチの電源を入れます。

ステップ 5 PCまたは端末にブートローダシーケンスが表示されます。 Enterを押してセットアッププロンプトを表
示します。初期設定情報の入力, （75ページ）の手順を実行します。

USB コンソールポートの接続

手順の概要

1. スイッチの USBコンソールポートをWindowsベースの PCに最初に接続するときは、USBド
ライバをインストールします。 Cisco Microsoft Windows USBデバイスドライバのインストー
ル, （69ページ）を参照してください。

2. USBケーブルを PCの USBポートに接続します。ケーブルのもう一方の端をスイッチのミニ
B（5ピンコネクタ）USBコンソールポートに接続します。

3. PCまたは端末上で端末エミュレーションソフトウェアを起動します。このプログラム（その
多くは、HyperTerminalや ProcommPlusなどの PCアプリケーション）は、使用可能な PCまた
は端末とスイッチの間の通信を確立します。

4. コンソールポートのデフォルト特性に合わせて、PCまたは端末のボーレートおよびキャラク
タフォーマットを次のように設定します。

5. スイッチのクイックスタートガイドを参照して、スイッチの電源を入れます。
6. PCまたは端末にブートローダシーケンスが表示されます。 Enterを押してセットアッププロ
ンプトを表示します。セットアッププログラムの手順に従います。
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手順の詳細

ステップ 1 スイッチの USBコンソールポートをWindowsベースの PCに最初に接続するときは、USBドライバをイ
ンストールします。 Cisco Microsoft Windows USBデバイスドライバのインストール, （69ページ）を参
照してください。

図 48：スイッチへの USB コンソールケーブルの接続

ラップトップコンピュータ上の USBタイプ A
接続

3USBコンソールポート（5ピンミニタイプB）1

USBタイプ Aから 5ピンミニタイプ Bへの
ケーブル

2
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ステップ 2 USBケーブルを PCの USBポートに接続します。ケーブルのもう一方の端をスイッチのミニ B（5ピン
コネクタ）USBコンソールポートに接続します。

ステップ 3 PCまたは端末上で端末エミュレーションソフトウェアを起動します。このプログラム（その多くは、
HyperTerminalや ProcommPlusなどの PCアプリケーション）は、使用可能な PCまたは端末とスイッチの
間の通信を確立します。

ステップ 4 コンソールポートのデフォルト特性に合わせて、PCまたは端末のボーレートおよびキャラクタフォー
マットを次のように設定します。

• 9600ボー

• 8データビット

• 1ストップビット

•パリティなし

•なし（フロー制御）

ステップ 5 スイッチのクイックスタートガイドを参照して、スイッチの電源を入れます。

ステップ 6 PCまたは端末にブートローダシーケンスが表示されます。 Enterを押してセットアッププロンプトを表
示します。セットアッププログラムの手順に従います。

Cisco Microsoft Windows USB デバイスドライバのインストール
Microsoft Windowsベースの PCをスイッチの USBコンソールポートに最初に接続するときに、
USBデバイスドライバをインストールする必要があります。

• Cisco Microsoft Windows XP USBドライバのインストール

• Cisco Microsoft Windows 2000 USBドライバのインストール

• Cisco Microsoft Windows VistaおよびWindows 7 USBドライバのインストール
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Cisco Microsoft Windows XP USB ドライバのインストール

手順の概要

1. Cisco.comのWebサイトからCisco USBコンソールドライバファイルを入手し、解凍します。
2. 32ビットWindows XPを使用している場合は、Windows_32フォルダ内の setup.exeファイルを
ダブルクリックします。 64ビットWindows XPを使用している場合は、Windows_64フォルダ
内の setup(x64).exeファイルをダブルクリックします。

3. Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。
4. [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。 [Install]をクリックします。
5. [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。 [Finish]をクリックします。
6. USBケーブルを、PCとスイッチのコンソールポートに接続します。 USBコンソールポート
の LEDがグリーンで点灯し、Found New Hardwareウィザードが表示されます。指示に従っ
て、ドライバのインストールを完了します。

手順の詳細

ステップ 1 Cisco.comのWebサイトから Cisco USBコンソールドライバファイルを入手し、解凍します。

スイッチソフトウェアのダウンロード用の Cisco.comサイトから、ドライバファイルをダウン
ロードできます。

（注）

ステップ 2 32ビットWindows XPを使用している場合は、Windows_32フォルダ内の setup.exeファイルをダブルク
リックします。 64ビットWindows XPを使用している場合は、Windows_64フォルダ内の setup(x64).exe
ファイルをダブルクリックします。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。

ステップ 4 [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。 [Install]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。 [Finish]をクリックします。

ステップ 6 USBケーブルを、PCとスイッチのコンソールポートに接続します。 USBコンソールポートの LEDがグ
リーンで点灯し、FoundNewHardwareウィザードが表示されます。指示に従って、ドライバのインストー
ルを完了します。
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Cisco Microsoft Windows 2000 USB ドライバのインストール

手順の概要

1. Cisco.comのWebサイトからCisco USBコンソールドライバファイルを入手し、解凍します。
2. setup.exeファイルをダブルクリックします。
3. Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。 [Next]をクリックします。
4. [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。 [Install]をクリックします。
5. [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。 [Finish]をクリックします。
6. USBケーブルを、PCとスイッチのコンソールポートに接続します。 USBコンソールポート
の LEDがグリーンで点灯し、Found New Hardwareウィザードが表示されます。指示に従っ
て、ドライバのインストールを完了します。

手順の詳細

ステップ 1 Cisco.comのWebサイトから Cisco USBコンソールドライバファイルを入手し、解凍します。

スイッチソフトウェアのダウンロード用の Cisco.comサイトから、ドライバファイルをダウン
ロードできます。

（注）

ステップ 2 setup.exeファイルをダブルクリックします。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。 [Next]をクリックします。

ステップ 4 [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。 [Install]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。 [Finish]をクリックします。

ステップ 6 USBケーブルを、PCとスイッチのコンソールポートに接続します。 USBコンソールポートの LEDがグ
リーンで点灯し、FoundNewHardwareウィザードが表示されます。指示に従って、ドライバのインストー
ルを完了します。
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Cisco Microsoft Windows Vista および Windows 7 USB ドライバのインストール

手順の概要

1. Cisco.comのWebサイトからCisco USBコンソールドライバファイルを入手し、解凍します。
2. 32ビットWindows VistaまたはWindows 7を使用している場合は、Windows_32フォルダの

setup.exeファイルをダブルクリックします。 64ビットWindows VistaまたはWindows 7を使
用している場合は、Windows_64フォルダの setup(x64).exeファイルをダブルクリックします。

3. Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。 [Next]をクリックします。
4. [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。 [Install]をクリックします。
5. [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。 [Finish]をクリックします。
6. USBケーブルを、PCとスイッチのコンソールポートに接続します。 USBコンソールポート
の LEDがグリーンで点灯し、Found New Hardwareウィザードが表示されます。指示に従っ
て、ドライバのインストールを完了します。

手順の詳細

ステップ 1 Cisco.comのWebサイトから Cisco USBコンソールドライバファイルを入手し、解凍します。

スイッチソフトウェアのダウンロード用の Cisco.comサイトから、ドライバファイルをダウン
ロードできます。

（注）

ステップ 2 32ビットWindows VistaまたはWindows 7を使用している場合は、Windows_32フォルダの setup.exeファ
イルをダブルクリックします。 64ビットWindows VistaまたはWindows 7を使用している場合は、
Windows_64フォルダの setup(x64).exeファイルをダブルクリックします。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。 [Next]をクリックします。

ステップ 4 [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。 [Install]をクリックします。

User Account Control警告が表示された場合は、[Allow - I trust this program]をクリックして先に
進みます。

（注）

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。 [Finish]をクリックします。

ステップ 6 USBケーブルを、PCとスイッチのコンソールポートに接続します。 USBコンソールポートの LEDがグ
リーンで点灯し、FoundNewHardwareウィザードが表示されます。指示に従って、ドライバのインストー
ルを完了します。

Cisco Microsoft Windows USB ドライバのアンインストール

Cisco Microsoft Windows XP および 2000 USB ドライバのアンインストール
Windowsの Add or Remove Programsユーティリティ、または setup.exeファイルを使用します。
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Setup.exe プログラムの使用

はじめる前に

ドライバをアンインストールする前に、スイッチとコンソール端末を切り離します。

手順の概要

1. 32ビットWindowsの場合は setup.exeを、64ビットWindowsの場合は setup(x64).exeを実行し
ます。 [Next]をクリックします。

2. Cisco Virtual Comの InstallShield Wizardが表示されます。 [Next]をクリックします。
3. [ProgramMaintenance]ウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。

[Next]をクリックします。
4. [Remove the Program]ウィンドウが表示されたら、[Remove]をクリックします。
5. [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されたら、[Finish]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 32ビットWindowsの場合は setup.exeを、64ビットWindowsの場合は setup(x64).exeを実行します。 [Next]
をクリックします。

ステップ 2 Cisco Virtual Comの InstallShield Wizardが表示されます。 [Next]をクリックします。

ステップ 3 [Program Maintenance]ウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。 [Next]を
クリックします。

ステップ 4 [Remove the Program]ウィンドウが表示されたら、[Remove]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されたら、[Finish]をクリックします。

Add or Remove Programs ユーティリティの使用

はじめる前に

ドライバをアンインストールする前に、スイッチとコンソール端末を切り離します。

手順の概要

1. [Start] > [Control Panel] > [Add or Remove Programs]の順にクリックします。
2. [Cisco Virtual Com]までスクロールして [Remove]をクリックします。
3. [ProgramMaintenance]ウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。

[Next]をクリックします。
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手順の詳細

ステップ 1 [Start] > [Control Panel] > [Add or Remove Programs]の順にクリックします。

ステップ 2 [Cisco Virtual Com]までスクロールして [Remove]をクリックします。

ステップ 3 [Program Maintenance]ウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。 [Next]を
クリックします。

Cisco Microsoft Windows Vista および Windows 7 USB ドライバのアンインストール

はじめる前に

ドライバをアンインストールする前に、スイッチとコンソール端末を切り離します。

手順の概要

1. 32ビットWindowsの場合は setup.exeを、64ビットWindowsの場合は setup(x64).exeを実行し
ます。 [Next]をクリックします。

2. Cisco Virtual Comの InstallShield Wizardが表示されます。 [Next]をクリックします。
3. [ProgramMaintenance]ウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。

[Next]をクリックします。
4. [Remove the Program]ウィンドウが表示されたら、[Remove]をクリックします。
5. [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されたら、[Finish]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 32ビットWindowsの場合は setup.exeを、64ビットWindowsの場合は setup(x64).exeを実行します。 [Next]
をクリックします。

ステップ 2 Cisco Virtual Comの InstallShield Wizardが表示されます。 [Next]をクリックします。

ステップ 3 [Program Maintenance]ウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。 [Next]を
クリックします。

ステップ 4 [Remove the Program]ウィンドウが表示されたら、[Remove]をクリックします。

User Account Control警告が表示された場合は、[Allow - I trust this program]をクリックして先に
進みます。

（注）

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されたら、[Finish]をクリックします。
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初期設定情報の入力
スイッチを設定するには、セットアッププログラムを完了する必要があります。セットアッププ

ログラムは、スイッチの電源がオンになると自動的に実行されます。スイッチがローカルルータ

やインターネットと通信するのに必要な IPアドレスやその他の設定情報を割り当てる必要があり
ます。これらの情報は、スイッチの設定や管理にデバイスマネージャまたはCiscoNetworkAssistant
を使用する場合にも必要です。

IP 設定
セットアッププログラムを起動する前に、ネットワーク管理者から次の情報を入手しておきま

す。

•スイッチの IPアドレス

•サブネットマスク（IPネットマスク）

•デフォルトゲートウェイ（ルータ）

•イネーブルシークレットパスワード

•イネーブルパスワード

• Telnetパスワード

セットアッププログラムの完了

スイッチをスタックしていて、スタック内の各スイッチに複数のコンソールが接続してある場合

は、最初に Enterを押したコンソールに初期設定ダイアログが表示されます。
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手順の概要

1. 最初の 2つのプロンプトで Yesを入力します。
2. スイッチのホスト名を入力し、Returnを押します。
3. イネーブルシークレットパスワードを入力し、Returnを押します。
4. イネーブルパスワードを入力し、Returnを押します。
5. 仮想端末（Telnet）パスワードを入力し、Returnを押します。
6. 国コードを設定する場合は、yesを入力し、Returnキーを押します。
7. 国コードを入力し、Returnキーを押します。
8. （任意）プロンプトに従って、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を設定します。後
から、CLI、Device Manager、または Network Assistantアプリケーションを使用して SNMPを
設定することもできます。 SNMPを後で設定する場合は、noを入力します。

9. 管理ネットワークに接続するインターフェイスの名前（物理インターフェイスまたは VLAN
名）を入力して、Returnを押します。このリリースでは、インターフェイス名には必ず vlan1
を使用してください。

10. インターフェイスを設定するために、スイッチの IPアドレスとサブネットマスクを入力し、
Returnを押します。次に示されている IPアドレスとサブネットマスクは単なる例です。

11. Yを入力して、スイッチをクラスタコマンドスイッチとして設定します。 Nを入力すると、
メンバスイッチまたはスタンドアロンスイッチとして設定されます。

12. 表示される選択肢のいずれかを選択して、Returnを押します。

手順の詳細

ステップ 1 最初の 2つのプロンプトで Yesを入力します。

Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: yes

At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.

Basic management setup configures only enough connectivity
for management of the system, extended setup will ask you
to configure each interface on the system.

Would you like to enter basic management setup? [yes/no]: yes

ステップ 2 スイッチのホスト名を入力し、Returnを押します。

ホスト名の文字数は、コマンドスイッチでは28文字、メンバスイッチでは31文字に制限されています。
どのスイッチでも、ホスト名の最終文字として -n（nは数字）を使用しないでください。

Enter host name [Switch]: host_name
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ステップ 3 イネーブルシークレットパスワードを入力し、Returnを押します。
このパスワードは 1～ 25文字の英数字で指定できます。先頭の文字を数字にしてもかまいません。大文
字と小文字が区別されます。スペースも使えますが、先頭のスペースは無視されます。シークレットパ

スワードは暗号化され、イネーブルパスワードはプレーンテキストです。

Enter enable secret: secret_password

ステップ 4 イネーブルパスワードを入力し、Returnを押します。

Enter enable password: enable_password

ステップ 5 仮想端末（Telnet）パスワードを入力し、Returnを押します。

このパスワードは 1～ 25文字の英数字で指定できます。大文字と小文字が区別されます。スペースも使
えますが、先頭のスペースは無視されます。

Enter virtual terminal password: terminal-password

ステップ 6 国コードを設定する場合は、yesを入力し、Returnキーを押します。

Do you want to configure country code? [no]: yes

ステップ 7 国コードを入力し、Returnキーを押します。

Enter the country code[US]:US

ステップ 8 （任意）プロンプトに従って、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を設定します。後から、CLI、
DeviceManager、またはNetworkAssistantアプリケーションを使用してSNMPを設定することもできます。
SNMPを後で設定する場合は、noを入力します。

Configure SNMP Network Management? [no]: no

ステップ 9 管理ネットワークに接続するインターフェイスの名前（物理インターフェイスまたはVLAN名）を入力し
て、Returnを押します。このリリースでは、インターフェイス名には必ず vlan1を使用してください。

Enter interface name used to connect to the
management network from the above interface summary: vlan1

ステップ 10 インターフェイスを設定するために、スイッチの IPアドレスとサブネットマスクを入力し、Returnを押
します。次に示されている IPアドレスとサブネットマスクは単なる例です。

Configuring interface vlan1:
Configure IP on this interface? [yes]: yes
IP address for this interface: 10.4.120.106
Subnet mask for this interface [255.0.0.0]: 255.0.0.0
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ステップ 11 Yを入力して、スイッチをクラスタコマンドスイッチとして設定します。 Nを入力すると、メンバス
イッチまたはスタンドアロンスイッチとして設定されます。

Nを入力した場合は、Network Assistant GUIに候補スイッチとして表示されます。後から、CLI、Device
Manager、または Network Assistantアプリケーションを使用して、スイッチをコマンドスイッチとして設
定することもできます。後で設定する場合は、noと入力します。

Would you like to enable as a cluster command switch? [yes/no]: no

以上でスイッチの初期設定が完了しました。以下に、設定の出力例を示します。

The following configuration command script was created:
hostname switch1
enable secret 5 $1$Ulq8$DlA/OiaEbl90WcBPd9cOn1
enable password enable_password
line vty 0 15
password terminal-password
no snmp-server
!
no ip routing

!
interface Vlan1
no shutdown
ip address 10.4.120.106 255.0.0.0
!
interface GigabitEthernet1/0/1
!
interface GigabitEthernet1/0/2

interface GigabitEthernet1/0/3
!
...<output abbreviated>
!

interface GigabitEthernet1/0/23
!
end

ステップ 12 表示される選択肢のいずれかを選択して、Returnを押します。

[0] Go to the IOS command prompt without saving this config.

[1] Return back to the setup without saving this config.

[2] Save this configuration to nvram and exit.

Choose (2) to save the configuration to NVRAM to use it the next time the switch reboots.

Enter your selection [2]:2
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これで、スイッチはこのデフォルト設定を実行します。この設定を変更するか、他の管理作業を実行する

場合は、管理オプション, （11ページ）を参照してください。
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